
就業体験実習 （インターンシップ） を行いました

■東北地方整備局では、国土交通行政に対する理解を深めていただくため、就業体験実習（インターンシップ）を実施しています。
■今年度は、高等専門学校よりインターンシップの実習生１名を９月１２日～１４日までの３日間、受け入れました。
■期間中、実習生には東北技術事務所で取り組んでいる３つの支援（技術・人材育成・災害対策支援）を通じて､業務に理解を深め
てもらうとともに、河川･道路管理、危機管理の重要性、また、コンクリートの品質に関する様々な知識を学び、スキルアップを図
っていただきました。

ＵＡＶ

▲災害対策用機械について学習 ▲ ＵＡＶの飛行体験（災害発生時空中撮影） ▲ ＤＸ技術を体験（ＭＲ（複合現実）） ▲ ＤＸ技術を体験（３次元点群データ作成）

▲ コンクリート材料試験実習（左：スランプ 右：空気量の測定 ）

▲非破壊試験実習（テストハンマーによる強度推定）

▲ コンクリートの不適切施工・不具合を学習
※体験型土木構造物実習施設

▲重力式コンクリートダム見学（釜房ダム監査廊）

◆担当：総括技術情報管理官（内線３０１）、技術情報管理官（内線３０３）


